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Ⅰ．第３回韓日地域看護学会について

１）学会の概要

　第３回韓日地域看護学会は、平成 28 年６月１日～

３日に韓国釜山市にある Bexco 国際会議場にて開催

された。本学会は、地域を基盤にした看護を推進する

にあたり、日本と韓国の両国間の保健医療の実情や課

題、今後の展望についてお互いに意見交換を行い、両

国の人々の健康や福祉の向上に寄与できることを目的

として開催されている。第３回韓日地域看護学会では
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メインテーマを“Challenges and Future directions ;

Disaster preparedness and Community Health Nur-

sing” とし、様々な地域看護に関連する研究結果を扱っ

た韓日合同セッションの開催（２セッション）や、日

本・韓国からの招待講演（７講演）、ポスター発表（合

計 224 ポスター／２日間）など多くの演題・講演が

行われた。韓国と日本の研究者ならびに実務者が一堂

に会し、様々な意見交換を行う機会となった（図１、２）。

２）学会プログラム

　主な学会プログラムは、以下の内容であった（図３）。

  （１）July 1, 2016（Friday）：Professional Visit

　Professional Visit は、Busan Jin-gu Community 

Health Center や HOPO Polling Stock Maintenance 

Office の見学など半日のコースとなっており、韓国の

産業保健、公衆衛生看護について学ぶことのできる研

修ツアーとなっていた。

  （２）July 2, 2016（Saturday）

　・Invited Lecture 1

　　テーマ「Community Resilience in Disaster Situa-

　　　　　　tion &CHN Practice」

　　講師：Prof. Insook Lee (Korea)

　・Invited Lecture 2

　　テーマ「Community Assessment and Empower-

　　　　　　ment in Super Aging Society」

　　講師：Prof. Ayumi Kono (Japan)

　・Invited Lecture 3

　　テーマ「Public Health Impact of Sewol Ferry Di-

　　　　　　saster in Ansan Citizens」

　　講師：Prof. Soong-nang Jang (Korea)

　・Invited Lecture 4

　　テーマ「Ethical Dimensions of the Fukushima- 

　　　　　　Nuclear Accident Based on Action Re-

　　　　　  search Colaborating with Public Health

　　　　　　Nurses」

　　講師：Prof. Kiyomi Asahara (Japan)

　・Concurrent Session 1

　・Poster Round (112 Poster)

  

（３）July ３, 2016（Sunday）

　・Invited Lecture 5

　　テーマ「Public Health Nursing Practice in Disas-

　　　　　　ter」
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図２ BEXCO 国際会議場外観２

図３ 学会プログラム集　表紙
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　　講師：Ms, Yoko Shimada (Japan)

　・Invited Lecture 6

　　テーマ「korea CDC’s Response to MERS-Cov 

　　　　　　Outbreak in Korea」

　　講師：Ms, Yuna Kim (Korea)

　・Invited Lecture 7

　　テーマ「Linking Past Successes to Future Challe-

　　　　　　nges : Focus on Partnership Building in

　　　　　　Community Health Nursing」

　　講師：Prof. Kyung Ja June (Korea)

　・Concurrent Session 2

　・Poster Round (112 Poster)

Ⅱ．発表内容

　今回、『The examination of the “positive characteri-

stics” of elderly individuals living with other people in 

rural areas』をテーマに以下の内容についてポスター

発表を行った。

１）研究背景

　現在、日本の高齢化率は平成 26 年には 26.0％、高

齢者の家族と世帯では、65 歳以上の高齢者のいる世

帯は全世帯の 44.7％を占め、このうち夫婦のみの世

帯が３割を占め最も多くなっている１）。日本の家族

形態は三世代世帯から核家族世帯が主流となり、暮ら

し向きは多様化している。そのため、高齢者がそれぞ

れの世帯構造の中で生活を継続できている“強み”に

ついて解明し、その“強み”を生かした支援方法を検

討することとした。高齢者の世帯構造別に“強み”を

明らかにし、支援方法を見出すことは、高齢者自身の

もつ能力を 最大限に活かし、その人が住み慣れた地

域で生活を継続することを可能にすると考えた。

２）研究目的

　本研究は、地方居住の非独居高齢者に焦点をあて、

自身の“強み”について明らかにすることを目的とした。

３）研究方法

　研究方法は、A 市に在住する非独居高齢者 600 名

を対象に、無記名自記式質問紙調査を実施した。調査

内容は、健康状態、自尊感情尺度、日常生活自立度な

ど高齢者の“強み”を抽出する項目で構成した。分析

は、項目ごとに単純集計を行い、世帯構造により高齢

者夫婦世帯群と家族等と同居群の２群に分け、今の暮

らしが継続できている自身の“強み”との関連性につ

いて分析を行った。 本研究は A 市との共同研究によ

り実施し、 順天堂大学保健看護学部倫理委員会で承認

を得た。 調査票は本人の郵送による返信をもって同

意を得たものとした。 

４）研究結果・考察

　結果は、有効回答は 313 名（有効回答率 52.1％）

であった。男性 157 名、女性 156 名、平均年齢は

73.3 ± 6.6 歳であった。住居形態は、高齢者夫婦世

帯が 148 名、家族等と同居が 159 名（無回答６名）

であった。高齢者夫婦世帯は家族等と同居と比較し、

年齢が若く（p ＜ .05）、子供がいないもの（p ＜ .001）

が有意に高かった。また、今の暮らしができている自

分の強みについて、高齢者夫婦世帯が家族等と同居よ

り「人に頼らない生活」「我が家の家計で生活を営める」

の２項目について有意に高かった（p ＜ .05）。

　これらの結果より、高齢者夫婦世帯で暮らしを営む

ことは、自己責任と自己管理に基づいて生活を維持し

ていることが考えられる。そのため、他者に依存せず

主体的に生活を営んでいることを強みとしていること

が示唆された。

　なお、本研究は文部科学省科学研究費研究助成・挑

戦的萌芽研究「一人暮らし高齢者の“強み”を活かし

た応援メニューの検討」（研究代表：美ノ谷新子）に

より実施した。

＊抄録、ポスター内容については参考資料１、２に示す。
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Ⅲ．学会発表を行って

　今回の韓日地域学会は韓国と日本の地域看護学会の

共同学術集会として開催された。学会に参加し、日本

と韓国の両国にとって人口の高齢化と少子化は大きな

社会問題であり、いかに健康寿命を延伸して生活を送

ることができるか予防を含めた対策と人口増加への取

り組みが喫緊の課題であることが分かった。このよう

に両国が抱えている地域保健の問題には共通点が多く、

日韓が共同してそれぞれの国の地域保健について研究

実績や課題を共有していくことは、大変に貴重である

と感じた。

　学会発表を行った感想としては、初めて国際学会に

て研究発表を行ったため大変緊張したが、看護の視野

を広げるとてもよい機会を得ることができた（図４）。

たくさんの言語が飛び交う中でのポスターラウンドは

大いに刺激を受け、また、異なる研究分野や韓国の地

域看護の現状等の研究発表に触れ、今後の研究ではグ

ローバルな視点を持つことを意識して研究活動にあた

らなければならないと鼓舞された。今後の自分の課題

として、英語での説明や会話に困難を感じざるを得な

かったため、研究への精進と並行して国際学会を想定

した語学力を身に着けていくことも必要であると実感

した。最後に、今回の発表にあたって指導して下さっ

た美ノ谷新子先生に感謝申し上げます。
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図４ 共同研究者とポスター前にて
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＊参考資料１
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＊参考資料２ ポスター内容


